
海外ソフィア会現況
アンケート結果報告

実施期間　8/1-9/30

国際委員会



アンケート実施状況

特記事項
ソフィア会HPに掲載６７地域のうち、

 メールアドレス不明12件、代表者ご逝去１件）

回答返却数 45地域（回答率78.9%）

アンケート通知数 57地域



会議時間短縮

10％

資料統一化

40％

案件管理ツール

30％

情報共有フロー

20％

地域別分布
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地域数 会員数

海外ソフィア会総会員数
1727名

平均会員数
38名/地域



約半数の地域が

年２～３回の活動を実施しています。

年４回以上活発に活動している地域も

12あります。

年１回

（１３％）

活動休止中（１1％）

年４回以上

（27％）

年2～3回

（49％）

年間開催頻度

平均開催頻度

2.7回



懇親会

ゴルフコンペ６地域

４５地域

４地域 講演会・勉強会

特色ある活動例

留学生への就職支援・OB訪問

観劇、観光

ワイナリーツアー

他校・他地域との交流会

学長・副学長との懇談会

企業説明会

主な活動内容



約６０%の地域で会長自身が連絡窓口を担当されています。

組織体制

事務局あり

（40％）

事局の有無

上智からの

留学生あり

（26%）

どちらも

いない

（28％）

上智への留学

経験者あり

（28％）

会長のみ

（60％）

留学生とのつながり



会員拡大への取り組み

22団体

15団体

7団体

１団体

増やす計画あり

検討中

方法が分からない

未回答 １団体



名簿・情報共有による

連携強化

潜在メンバーへの

積極的な広報・周知

６支部

・現地赴任・居住者へ地域ソフィア会への連絡を促す。
・海外ソフィア会のウェブサイト/会報での広報強化。
・各地域に来訪・赴任される方々へのソフィア会の存在の周知。

・地域ごとの名簿または連絡先情報の共有

・留学生（海外へ/から）や卒業生の情報を連携。

・入会希望者など、希望者情報の取次ぎを継続。

大学と連携した

アピール機会の創出
・卒業式や留学生に海外ソフィア会の存在・活動をアピール。
・海外へ出る会員への情報提供の実施。

その他論点

・「メンバーが多いこと＝良いこと」とは限らない。

・メンバー増の前に、「国際委員会とはどのようなものか」の周知や、　

　活動方法についての助言・情報交換を希望。

・治安情勢など、メンバー増加が困難な外部要因がある。

会員増加に関する要望



支援要望

情報提供のニーズ

上智大学の現状に関する情報: 42地域が希望
ソフィア会活動の近況報告: 40地域が希望
他国の現地情報の共有
ソフィアンの海外での活躍情報

ソフィア会・国際委員会への要望

在住ソフィアンの連絡先情報の提供

新規赴任者への地域の情報の周知

留学生情報の共有

Web・SNSでの広報支援

他地域との交流機会の創出



継続・強化したい活動

新しい取り組み
他地域・近隣国との交流

講演会・キャリアセミナー

現地OB/OGネットワーク構築

2026年国際大会（フランス）

活動の再活性化（休止中地域）

今後の活動予定・実現したいこと

定期的な懇親会の継続
活動の多様化（ゴルフ会など）
小規模でも和気あいあいとした活動
文化的アクティビティの実施



取次の継続

積極的な広報・周知

６支部

・ソフィア会のHPやフェイスブックへ各海外ソフィア会の
　SNSリンク等を掲載（方法は次のページに掲載）

・入会希望者など、希望者情報の取次ぎを継続。

※名簿等個人情報の提供はコンプラ違反になるので現実的には難しい

大学と連携した

アピール機会の創出
・大学の学科（教授・事務室）へ海外ソフィア会の存在を
アピールし、卒業生や留学生のコンタクトを促進

その他
・グローバルカフェ（海外ソフィア会を地域ごとににつないだ

　オンラインミーティング）での情報共有や意見交換

・定期的にアンケートを実施し、状況確認と活動促進のサポートを継続

今後の国際委員会の対応


